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ある 3 それがところどころ，中関の辞書:とは異なっている。 名説かと
患っていた語が中国の辞書で、は動詞と表示されているではないか。これは気に









文末の「決定J に技 I~ するの意味的には動詞だろう。しかし，形のうえから
だ。
円高校生10名，中間へ留学j などという でも，われわれは最後の「留






















く日本語> 訪問 [名詩] (動認を合意する)
























































































































































“若充其事"の“若"や， "n:t 4~之 élJ行琵窓 1902年"の“護‘\“待先f~ ， M以
有者"における“奇"などである。
『現代漢語読典 第5版』はこれらをいずれも単語とし、 i詰誌名を付してい
るが，筆者はこれらは形態素扱いとすべきという立場をとる。少なくとも、日
本の現代中国語の学習者にとって，一般的な単語とこれらの開に一線を略すこ
とはどう考えても必要と患われる。
(1中間語コミュニケーション協会)
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